電気数学演習IIプリント　（ラプラス変換第3週部分）　　　　　　　
１．ラプラス逆変換

　逆変換は通常は積分を用いて計算する必要はない。変換の公式とラプラス変換の諸性質を考えてもとの関数を出すことができる。

２．指数関数と部分分数展開
　ラプラス変換でうまく計算（解析）できるケースとしては、指数関数がいくつか集まったケースが多く、
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（ただし。A、B、C、a、b、cは定数）が
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⑧

とラプラス変換されることが典型的な例である。⑧式は通分してしまうと、
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もちろん、
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などは、
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なる定数となる。
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や
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がゼロだったりするケースもあるが、⑨のような式が良く出てくる。この式は、⑧のように変形すると、簡単にもとの⑦式のようにラプラス逆変換ができる。

３．sの2次式と正弦、余弦
　分母が2次式の場合は、サインやコサインが有効であるが、特にサインとなる場合に、⑤式の分子にωが入っていることに注意されたい。すなわち、
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のとき、
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であるから、
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となる。係数を忘れないように注意が必要である。また、分子が1次式のとき、例えば、
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とコサインとサインの両方で表すことができる。
４．減衰振動
　やや難しいケースとして、分母＝０が虚根をもつ場合があるが、a,b,cが複素数となっても、⑦式は矛盾しないため、同様に計算できる。一方、よくあるケースが、指数関数を掛けた場合の公式、

f(t)eat⇒ F(s-a) 

を用いるとよい場合で、
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ただし、
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であるものを
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となり
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となり、これは、
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のsを
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で置き換えたものであるから、
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となる。この式では、正弦関数を用いることで、実関数として表している。また、このように振動しながら振幅が減少していく物理現象（減衰振動）には多くの例がある。

追加演習課題

ラプラス逆変換しなさい。
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（ただし、A,B,Cは未定係数として解くべき値である。）
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答（誤りは連絡ください。）
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